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平成 26年 12月定例教育委員会会議録 

 

１．日 時 平成 26年 12月 18日（木）午後 3時 30分～午後 5時 45分 

 

２．場 所 市立公民館・中央地区公民館３階 講座室４ 

 

３．出席者 

  委員長 中野 俊勝  委員長職務代理者 川岸 靖代  委員 谷口  馨 

  委員  野口 和江  教育長 樋口 利彦 

 

４．事務局出席者 

教育総務部長…………西川○照彦○○○○○学校教育部長………………須賀○俊介 

生涯学習部長…………藤原○芳治○○○○○学校管理課長………………古谷○利雄 

総務課長………………大西○謙次○○○○○産業高校学務課長…………山本○徹雄 

学校教育課長…………寺田○博○○○○○○人権教育課長………………阪本 美奈子 

生涯学習課長…………大和○昇○○○○○○理事兼スポーツ振興課長…直○○清司 

郷土文化室長…………小堀○頼子○○○○○図書館長……………………森○○正之 

総務課参事……………中野○忠一○○○○○総務課参事…………………山田○潤 

 

開会 午後 2時 30分 

前回会議録について承認された。本会議録署名者に谷口委員を指名した。 

傍聴人 0名。 

○中野委員長 

  ただいまから、12月定例教育委員会会議を開催します。 

 

報告第 70号 各小学校、中学校、幼稚園への寄附について 

○中野委員長 

  報告第 70 号 各小学校、中学校、幼稚園への寄附について、事務局から説明をお願いしま

す。 

○古谷学校教育課長 

  本件については、11月 26日に岸和田市町会連合会会長 古石寛治様から、見回り用として

自転車 48台（各小学校 2台）、防犯用としてセンサーライト 33灯（各中学校 3灯）、情操教育

用として紙芝居・紙芝居舞台 23セット（各幼稚園 1セット）、換算額にして 130万円をご寄附

いただいたものでございます。 
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○中野委員長 

  子供たちの健やかな成長を願って、地域の方にご支援を頂戴していることは非常にありがた

く思います。この願いを子供たちにしっかりと伝えてください。 

 

報告第 71号 第 21回産業教育フェアの開催について 

○中野委員長 

  次に報告第71号 第21回産業教育フェアの開催について、事務局から説明をお願いします。 

○山本産高学務課長 

  本件については、産業高等学校デザインシステム科の生徒が、学習成果の集大成を作品とし

て表現し、展示発表することで、今後のデザインへの新たなる目標を発見するとともに、専門

教育への理解を深めることを目的としています。平成 27年 1月 16日（金）から 18日（日）

の 3 日間、文化会館（マドカホール）展示場において、服飾、シルクスクリーン印刷、染色、

木工、陶芸、デザインパネル、映像作品など約 120点を展示するとともに、1月 18日（日）に

はマドカホール大ホールにおいて、生徒自作デザイン衣装によるファッションショーを開催し

ます。 

○中野委員長 

  昨年拝見した際に気になったのですが、産業教育との関わりや産業高校独自の取組みがあま

り感じられませんでした。地元に密着したコミュニティースクールとして、特色ある取組みを

行い、岸和田をより深く知ることができるような学習成果を取り入れていただきたく感じまし

た。例えば、陶芸や木工においては岸和田の土や材木を使用したり、服飾では他市の取組みに

あるのですが、休耕田を活用し栽培したオーガニックコットンを使用したりするなど、材料に

こだわることもできると思います。 

○野口委員 

  先月開催された八陣の庭でのファッションショーを拝見した際の感想になりますが、生徒そ

れぞれの想いがあって制作されたと思いますが、アピールしたいものが出しきれず、想いが伝

わりにくかったように感じました。 

○中野委員長 

  岸和田には世界的なデザイナーであるコシノファミリーがいらっしゃるので、関係する方に

外部講師としてご指導いただければ、対外的にも大きなＰＲに繋がると思いますし、ひいては

産業と繋がるきっかけになると考えます。 

  色々と申し上げましたが、地域文化との関わりを教育内容に取り入れていただきたいことと、

学校内だけの評価ではなく、各種コンクールにチャレンジするなど外部の評価を取り入れてい

ただきたいことを要望いたします。 

○川岸委員長職務代理者 

  開催初日のオープンと同時に拝見させていただいたことがあるのですが、既にオープン時間

を過ぎているのに準備が完了しておらず、教師と生徒がまるで友達のような口調で会話しなが
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ら準備している状態でした。教師と生徒が親しい関係を作っているという考え方もできますが、

一般の保護者の立場から見ると指導者不在のように見え残念に思いましたので、その辺り教師

への指導をお願いします。 

   

報告第 72号 第 68回岸和田市民駅伝競走大会の実施について 

○中野委員長 

  次にまいります。報告第 72号 第 68回岸和田市駅伝競走大会の実施について、事務局から

説明をお願いします。 

○直スポーツ振興課長 

  第 68回岸和田市民駅伝競走大会につきましては、平成 27年 1月 18日（日）に、葛城運動

広場～稲葉・山直中周回コースを 6区に分けて実施するもので、50チームが参加予定となって

います。各中継所に関門閉鎖時間を設けており、概ね 2時間の開催時間を予定しております。 

○中野委員長 

  参加希望チームが増えているとお聞きしていますが、参加チーム数を制限しているのですね。 

○直スポーツ振興課長 

  警備の問題上、警察から許可が下りないため、許可範囲内のチーム数に制限しています。 

○谷口委員 

  体調不良者が出た際の対策は取られていますか。 

○直スポーツ振興課長 

  医療班を用意し、病院とも連携をしています。 

 

報告第 73号 岸和田城企画展について 

○中野委員長 

  報告第 73号 岸和田城企画展について、事務局から説明をお願いします。 

○小堀郷土文化室長 

  本件については 11 月の定例教育委員会で報告すべき内容で、遅くなりましたことについて

お詫びいたします。 

 平成 26年 12月 10日から平成 27年 3月 8日の間、岸和田城天守閣 2階展示室において、企

画展「近代文豪たちの短冊－佐々木勇蔵コレクションより－」を開催しています。岸和田の教

育・経済振興に多大な功績を残された故佐々木勇蔵氏は国内有数の短冊コレクターとしても知

られており、その所有数は約 25000点におよびます。今回企画展では、尾崎紅葉筆の俳句短冊、

芥川龍之介筆の俳句短冊、柳原白蓮筆の短歌短冊ほか約 100点を展示いたしております。 

○中野委員長 

何かご意見、ご質問等ありませんか。特にないようですので、次の案件に移ります。 
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報告第 74号 八陣の庭 1月の記念イベントについて 

○中野委員長 

  続いて、報告第 74号 八陣の庭 1月の記念イベントについて、事務局から説明をお願いし

ます。 

○小堀郷土文化室長 

  本件については、八陣の庭が名勝指定されたことに対する記念事業 1月のイベントで、来年

1月 25日（日）の午後 1時半から 4時まで、岸和田城八陣の庭で開催いたします。八陣の庭に

迷路を作り、8つのポイントを探して出口を目指すなか、石の特徴を学びながら文化財を身近

に親しんでもらうことを目的とした子供向けのイベントとなっています。広報紙 1月号、ホー

ムページのほか、ポスター、チラシ等で周知を図ります。 

○野口委員 

  参加者数は何人程度を想定されていますか。 

○小堀郷土文化室長 

  100人程度を見込んでいます。 

○野口委員 

  チラシでは「小学生以下、保護者同伴」と記載されていますが、小学生は保護者同伴の必要

がないのですね。 

○小堀郷土文化室長 

  小学生でも校区外へ出る場合は保護者の同伴が必要と聞いておりますので、チラシの表現を

修正いたします。 

 

報告第 75号 特別図書整理による図書館の休館について 

○中野委員長 

  報告第75号 特別図書整理による図書館の休館について、事務局から説明をお願いします。 

○森図書館長 

  本件は、特別図書整理（蔵書点検）のため、八木・桜台図書館は平成 27年 1月 21日（水）

から 1月 25日（日）、旭・山直・春木図書館は平成 27年 1月 28日（水）から 2月 1日（日）、

本館は平成 27年 2月 8日（日）から 2月 15日（日）まで休館することの報告です。利用者の

多い時期、年末年始等を避けた上、本館と分館で時期をずらして選定いたしました。 

  なお、休館の最終日が日曜日となっていますが、月曜日は本来の休館日であるため、周知す

る際は最終日を月曜日としています。 

○中野委員長 

報告は以上です。 

他に連絡等ないようですので、続いて議案の審議に移ります。 
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議案第 59号 平成 27年度当初予算要求について 

○中野委員長 

議案第 59号 平成 27年度当初予算要求について、事務局から説明をお願いします。 

○各担当課長 

歳出・歳入の順に、特に重要な事業、前年度と変わった事業、新規事業について、主なもの

を説明 

○中野委員長 

  説明が終わりました。まずは歳出の内容等について、ご質問、ご意見等をいただきたいと思

います。 

○谷口委員 

  『読書活動事業』や『特別教育支援事業』に関して、学校訪問において、その役割が非常に

大切であると感じましたので、増員要求については当を得たものであると思います。 

○中野委員長 

交通費の支給額が 150円程度である等、支援員の処遇があまりよくないと聞いています。ま

た、教員免許を取得していることも条件となっているようですので、実際のところ人数が確保

できるのか気になります。処遇の改善も併せてお願いしたいと思います。 

○野口委員 

『学力向上支援事業』『科学技術教育センター運営事業』等で、理科教育に力が入った内容

となっており、たいへん心強く思います。 

『国際交流事業』で「中国からの受入れ」が内容に記載されています。これは中国から正式

な打診があって決定したものなのでしょうか。 

○寺田学校教育課長 

  国際情勢など様々な問題が残っているため、お互いの国を実際に訪問することは困難な状況

ではあります。作品の交流やインターネットを通じた交流等を考えているということで、中国

へは申し入れています。ただ、現在のところは正式な打診はございません。 

○野口委員 

  もう一点お聞きします。歳入部分の話になるのですが、『府負担金』の『特別支援教育支援

事業補助金』において、「医療的ケアの必要な児童のための看護師配置」が内容に記載されて

います。児童の状況によっては全日配置も考えているのですか。 

○阪本人権教育課長 

  必要であると判断すれば、登校から下校までの間の配置を考えています。 

○中野委員長 

  『教職員研修・育成事業』で、かねてから開催をお願いしていた「教育フォーラム」が記載

されています。非常に期待しておりますので、充実した内容となるようお願いします。 

内容について確認しますが、『科学技術教育センター運営事業』の「理科教育スキルアップ

アドバイザー派遣」に関して、どのような内容を想定されていますか。 
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○寺田学校教育課長 

  理科教育が得意な退職教諭（管理職）を学校へ派遣し、実際に授業改善に繋がるような提案

及び研修を実施することになります。 

○中野委員長 

『読書活動事業』について内容が拡充され、図書館コーディネーターが週 2日配置になる訳

ですが、現在は週 1日配置ですか。 

○寺田学校教育課長 

  現在は、小学校は週 2日 5時間、中学校は週 1日 5時間の配置を行っています。次年度は、

小中ともに週 2日 6時間の配置を予定しています。 

○中野委員長 

図書の活用は学力の向上に直結するものであり、是非とも実現願いたいと思います。 

○谷口委員 

  『就学奨励事業』において、昨年は生活保護基準の引き下げにより減額となっていましたが、

今年度要求では増額されています。これは対象数が増加したと考えてよいのでしょうか。 

○大西総務課長 

対象数の増減というより、消費税が上がったことに伴う支給単価の上昇が要因です。 

昨年度は生活保護基準が 3年にかけて引き下げられることから、本市の生活保護に準じた世

帯についても引き下げを行いました。その結果、100 人程度が生活保護を受給できなかったこ

とを踏まえ、継続して基準を引き下げるのか、現在検討中でございます。従いまして、予算要

求については、前年度と同じ基準での計算となっています。 

○野口委員 

  『子ども安全対策事業』が減額となっていますが、これは見守りボランティアの人数が減っ

たことが原因なのでしょうか。また『外国語活動事業』における「小学校ＡＬＴ」は小学校専

任なのでしょうか。 

他に、教師用の教科書・指導書についてですが、学級数を問わず各学年 1冊の支給であった

と記憶しています。指導力を高めるために教科書をしっかりと学ぶことが重要と考えるのです

が、近年特に若い教諭が増加しているため、これを共有して使用するのは難しいのではないか

と思います。学級数が多い学校について何らかの対応はできないものですか。 

 ○古谷学校管理課長 

   見守りボランティアの人数については若干減少しています。減額につきましては、例年不用

額が生じていることもあるため見直しを行ったものです。 

 ○野口委員 

   見守りボランティアがいなくなった学校はあるのですか。 

 ○古谷学校管理課長 

   城東小学校と山直南小学校ではいなくなりました。 
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 ○寺田学校教育課長 

   続いて『外国語活動事業』についてですが、『外国語教育事業』とも関連がありますので、

併せてご説明いたします。来年度の『外国語教育事業』ではＡＬＴを 6人に増員し、11中学の

内 1校は通年、残りの 10校は半期ずつの派遣を予定しています。平成 28年度以降は全ての中

学校への常駐を予定しています。 

   小学校のＡＬＴにつきましては、来年度は基本的に専任を予定していますが、平成 28 年度

からは各中学校に常駐しているＡＬＴが幼稚園も含め巡回する形となります。 

 ○大西総務課長 

   教科書・指導書の件につきましては、財政当局に重要性を説明しているのですが、予算に反

映されないというのが現状です。 

○中野委員長 

   つい先日の新聞記事で、子供連れ去り事件が全国で 100件あり、特に下校時に多く発生して

いると掲載されていました。このような不安な状況下で『子ども安全対策事業』が減額されて

おり、むしろ手厚くすべきなのではと思っています。 

   また、ＡＬＴの増員・派遣については学校教育において非常に大切な部分なので、是非実現

させてください。 

 ○野口委員 

   『公立幼稚園アフタースクール事業』中の「補助員」と 「保安員」の違いについて、説明

願います。 

 ○大西総務課長 

   幼稚園の開園時間が午後 5時までのため、アフターの時間延長に伴う午後 5時から 6時の間

はアフター担当の先生 1名だけになってしまうことから、午後 2時から午後 6時まで補助員を

雇用いたします。また、単学級と専任園長の園に配置されている講師（加配）をなくすことに

伴い、朝の時間帯に先生が手薄になる状況が発生するため、電話対応や園の環境整備等を行っ

ていただく保安員を雇用いたします。 

   単学級の園を例に具体的にご説明いたしますと、来年度からは園長、担任、非常勤嘱託の 3

人体制となります。教育時間は午前 8時半から午後 2時半（勤務時間は午後 5時）までですが、

非常勤嘱託はアフター専任のため勤務時間が午前10時から午後6時となります。従いまして、

午前 8時半から 10時までは 2人、午後 5時から午後 6時までは 1人体制となってしまうこと

から、午前 8時半から 10時に保安員を、午後 2時から 6時に補助員をそれぞれ配置する予定

です。    

 ○谷口委員 

   『学校プール管理事業』に関連しまして、本市では大宮小学校のみ学校にプールがあるので

すが、将来的にプールを設置する展望はありますか。 

○古谷学校管理課長 

現状ありません。 
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○中野委員長 

  その他、歳出に関してご質問等ございませんか。 

  ないようですので、続いて歳入に移ります。 

○中野委員長 

  『高等学校授業料等』に関して、本年 4月以降の入学者から授業料を徴収することになりま

したが、徴収できるのは国で 20％、府では 15％程度との予測がたてられていました。産業高

校ではどの程度の割合になりますか。 

○山本産高学務課長 

  就学支援金の支給対象人数になりますが、対象が 259人、対象外が 8人で、支給対象であっ

ても制度を活用しない人が 13人となっています。 

○野口委員 

  以前、子ども子育て支援制度において、予算は消費税の増税を見越した額であるとの説明が

ありましたが、増税が先送りになった関係上、内容が後退したところはありますか。 

○大西総務課長 

  消費税の増税は見送られましたが、制度実施に係る財源は手立てしてもらえることから、後

退させたものはありません。 

○野口委員 

  『科学技術教育センター運営事業補助金』の主な内容で「原子力・エネルギーに関する教育

支援事業」が記載されています。来年で 3年目を迎える訳ですが、実際に学校現場でどのよう

な成果があがっていますか。 

○寺田学校教育課長 

  例えば、小学校の実験で使用する“手回しの発電機”ですが、1人に 1台を用意できる環境

を整備することで、実際に体験することができるなど興味・関心を高めることが可能になった

と考えます。今後も引き続き、全ての学校で活用できるよう検討してまいります。 

○中野委員長 

  歳入に関して、他に何かありますか。特になければ、全体を通じて何かございませんか。 

○野口委員 

  歳出の『図書館運営事業』において「小学校への資料団体貸出運送」の記載がありますが、

私が現場にいた頃は担当者が図書館まで借りに行っていたので、この事業が実現されれば負担

も軽減されますので、実現されることを希望します。 

○中野委員長 

  この内容をもって財政当局と交渉いただくことになるのですが、要求がかなえられるよう尽

力ください。 

  他にないようですので、原案のとおり承認いたします。 

これをもちまして、12月の定例教育委員会会議を閉会します。 
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